
 

教科等研究会（小学校理科部会） 

 
令和６年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 

 

 

未来を生き抜く力を育む理科学習の創造 

 ～学びを実感する理科学習 

  身の回りにひそむ「なぜ」「どうして」を 

「分かった」「できた」「いかしたい」につなぐ～ 

２ 研究経過 

第１回 第２回 第３回 第４回（県小学校理科教育研究大会） 
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３ 研究の概要 

 (1) 研究の内容 

急激に変化する時代の中で、一人一人の児童が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あ

らゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り

越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、「知識及び技

能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力、人間性など」の資質・能力を、バランスよ

く育む必要がある。 

このような「未来を生き抜く力」を育むには、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善が必要であり、理科学習においても、「何を学ぶか」だけではなく、「どのように学ぶ

のか」を重視することが必要であると考える。 

理科学習においては、自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察や実  

験を行うことを通して、問題を科学的に解決するための資質・能力を育むとともに、日常生活や

社会との関連を重視することで、理科を学ぶことの意義や有用性を実感できるようにすることが

「未来を生き抜く力」を育むために重要であると考え主題を設定した。 

  研究主題の具現化に向けた児童の姿を明確に設定するとともに、共通実践のため、学習過程「か

みましき」の５つの視点を設定した。それぞれの視点に沿った授業を展開することで児童は「学

びを実感し」その学習を通して「未来を生き抜く力」が育まれると考えた。 

 ●学習過程「か・み・ま・し・き」の５つの視点 

【体得】か・・・かかわりを深め、問題を見いだす過程（感じる心の重視） 

                             「なぜ」「どうして」 

【習得】み・・・みとおしをもって観察・実験を行う過程（目的意識の重視）  

       ま・・・まなび合い、高まり合う過程（思考力・表現力の重視） 

       し・・・しゅだん・方法や予想や仮説を振り返る過程（確証と反証の重視） 

                          「分かった」「できた」 

【納得】き・・・きそくや性質をまとめ、生活に生かす過程（生活化の重視）  

                          「いかしたい」 

 (2) 成果（〇）と課題（●） 

  〇研究テーマの具現化に向けて、学習過程「かみましき」の５つの視点に沿った取組を進める

ことができた。会員それぞれが各学校の児童の実態に沿って、単元のゴールの姿を設定し、

授業改善を進めることができた。 

  〇県大会の実施に向けて、各先生方のアイデアを生かしながら、実践を進めることができた。

各自の取組を相互に知り合うことによって授業力の向上につながった。 

  〇８月の研修ではお茶の水女子大学の講師を招聘し、新しい教材を学ぶことができた。  

  ●授業が最後の一回のみだったため、授業を見合う時間は少なくなってしまった。 

  ●これまでの実践を伝えた県大会で様々な意見をいただいたので、次年度からの実践に取り入

れて、よりよい理科の実践を部会員で進めていけるようにしたい。 



※県小学校理科教育研究大会リーフレット（今年度の取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 


